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京丹後市立峰山小学校

た の し ま せ よ全校のみんなを

学年をこえて つ

う

な が ろ う

自分たちの力で つ く り あ げ よ う

●自分が何をしたら楽しいか、何をしてもらったらうれしいかを考えてやっている。一年生が笑いながら作業をし
ていたりしているところを見ると、私もスマイルになる。
●みんなの意見を聞きながらやると、雰囲気はどんどん明るくなった。
●みんなを楽しませるために、１年生から６年生までみんなできるかな、喜んでくれるかなと考えてやっています。

●一人一人に違いを認めること、みんなの笑顔につながるためにできることを考えること、これは今までの峰山小
学校が大切にしてきたことです。ニコニコフェスティバルの経験を生かし、今回の取組でもさらにみんなのスマ
イルな場面がいっぱいです。
●私たちは、毎日楽しみながら取り組んできました。意見が違ったり、やりたいことが上手くいかなかったりした
ときも、もちろんありましたが、伝え合い、ゆずり合って納得してやってきました。
●自分から動くこと、友達を楽しませるために工夫すること、一人ではできないこともの挑戦すること、目的が同
じ友達同士で協力して、思いやりや優しさがさらに大きくなることができると考えています。

６年生の日記（６年学級通信「紙ひこうき」より）

子どもたちが自分たちの力でつくる！

スマイル秋祭り

児童会「ニコニコ通信」より

いよいよ４日（金）に迫ってきました。
これまで、この取組の目的や子どもたちの活動の様子をお伝
えしてきましたが、子どもたちは何を考えながらこれまで活
動してきたのか、ぜひ子どもたちの声をお読みください。

子どもたちは、この取組にねうちを感じ、仲間とつなが
ることで自分の力を高めていっています。
前例も何もないところから、子どもたちが自分たちで生
み出し、挑戦し、自分たちでつくりだしてきた「スマイ
ル秋祭り」。当日は、これまでの子どもたちの取組や準
備に思いを馳せていただきながら、学年を超えて仲間と
活動する子どもの姿を見ていただければと思います。
ご家庭でも、お子様への温かな励ましや評価のお声掛け
をお願いいたします。


